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知能情報コースで育成する技術者像

母体となる知能情報システム工学科の沿革

「計算機科学を基礎とし，知能工学を含む専門分野の

基礎知識と基盤技術を確実に身につけ，社会の要求
水準を満たす情報技術者」

昭和48(1973)年４月 組織工学科設置（４講座，定員40名）

平成 3(1991)年４月 知能情報システム工学科に改組（定員80名）

平成 8(1996)年４月 入学定員70名（臨時増募終了）

平成14(2002)年４月 カリキュラム改定（JABEE「知能情報コース」対応）

平成18(2006)年５月 「知能情報コース」のJABEE認定（2005年度認定）

知能情報コースで育成する技術者



プログラムの概要

形式４のコース形式
コース編成
①知能情報コース(Computer Science and 

Engineering）
JABEE対応
分野英文表記にEngineeringを入れる

②知能情報システムコース（Computer 
Science and Intelligent  Systems）
JABEE非対応（一般コース）
教員免許（情報・工業）取得やより自由な科目選択
学科名称を踏襲



開発

理論的 応用的

組織・情報ｼｽﾃﾑ

応用技術

ソフトウエア技術

システム基盤

計算機ハードウエア
／アーキテクチャ

ＣＳ

ＣＥ

ＳＥ

知能情報コース(CS&E)の対象領域

出典）CC2005Draftを合成



コース履修者数

学科入学者の特徴

大分：４０％程度，隣県（福岡・熊本・宮崎）：３０％程度，その他 九州ほか

コンピュータや知的システムに興味，英語に苦手意識，大人しい

知能情報コース履修者数等

知能情報コース 知能情報システムコース

４年生

３年生

２年生

１年生

２４

５２

７７

７６

４４

２４

２

０

合計

７２

７６

７９

７６

学年
コース

コース修了者・修了予定者数
２００５年度 ２４名 ２００６年度 ２４名（予定）



教員等組織

教員
十分な教育経験と研究実績のある教員団
１７名（講師以上）＋５名（助手）

情報処理システムの制作など実務経験者

１７名（講師以上）のうち８名

情報関連企業での勤務経験者(JABEE効果) ４名

学部全体の専門基礎教育担当（数学分野） ３名

職員
技術職員 ５名

教務職員 １名



卒業生の進路



「知能情報コース」の学習・教育目標

（Ａ）基礎的・専門的知識とその実践力・応用力の育成（「学理と実地」の接続）
A1  数理的な考え，A2  自然科学における物理的な考え
A3  情報・知能分野の専門技術・知識

（Ｂ）デザイン能力とその達成能力の育成
B1  ソフトウエアの分析と設計および実装
B2  知的システムを構成するプログラムの分析と設計および実装
B3  計画の立案・実行

（Ｃ）新たな課題への対応力の育成
C1  問題探求能力，C2  問題解決能力，C3  多面的な考察力

（Ｄ）自己表現力とコミュニケーション基礎能力の育成
D1  文書作成，D2  発表力，D3  コミュニケーション基礎能力

（Ｅ）社会に対する責任と社会貢献能力の育成
E1  技術者倫理，E2  グローバル化への対応力・社会貢献

（Ｆ）生涯自己学習能力の育成
F1 情報収集・知識習得能力と自立的学習・継続的遂行能力



学習・教育目標の設定

学科の設置理念

・コンピュータサイエンスを基盤に「知能工学・知的システム」ま

で視野に入れる情報系学科

→（Ａ：基礎的・専門的知識），（Ｂ：デザイン能力）

高度情報社会で「情報化・システム化・知能化」

を主導でき，国際的に通用する人材

→（Ｃ：課題への対応力），（Ｄ：コミュニケーション能力），（Ｅ：社会的責任）

意見聴取
卒業生・大学院修了生・企業関係者にアンケートを実施

高等教育機関におけるＩＴ教育プログラム検討委員会で意見聴取



凡例）外の正六角形 修了者の最高レベル

変形六角形の外 修了要件満足者のレベル
（社会的水準～国際的水準）

中の変形六角形 修了者の最低レベル（履修者最低水準）

中心の六角形 卒業要件満足者の最低レベル
（社会的最低水準）

Ａ(基礎的・専門的知識)

Ｂ(デザイン能力)

Ｃ(課題への対応力)

Ｄ(コミュニケーション能力)

Ｆ(自己学習能力)

６０

６０

６０

６０

６０

７０

７０

７０

７０

６０

Ｅ(社会的責任)
１００

１００

１００

１００

１００

１００

コース修了者の水準の考え方



ＪＡＢＥＥの学習・教育目標(a)～(h)
プログラムの学習・教育目標

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ） （Ｅ） （Ｆ）

プログラム履修生

個々の具体的
目標の授業科
目での実現

（教員）

達成すべき
個々の具体的

目標

学習・教育
目標

（プログラム提供者）

授業科目と学習・教育目標対応表

シラバス

科目ごとの目標に対する達成度評価の実施
プログラム履修生



プログラム修了要件（カリキュラム）
卒業要件 修了要件

知能情報システムコース 知能情報コース

必修
選択

選択 １５単位以上 5単位以上
１２４単位以上 １28単位以上

2.0以上
2.0以上

(専門科目の累積成績指標は2.8以上)
* * 卒研時間４３０時間以上（要件ではない）

合計

GPA

専門

英語

必修

専門基礎
１０単位以上
１０単位

７7単位
（計算機科学演習Ⅰ， 計算機システム演
習，情報数理演習Ⅰ，データベース演習，
システムプログラミング演習Ⅱ，人工知能
プログラミング，ヒューマン・インタフェース，
画像処理，知的処理演習，ソフトウエア工学
の科目を含む）

６３単位

要件
コース名

一般教養科目

身体スポーツ科学

２０単位以上(人文分野４単位以
上，社会分野４単位以上）

２０単位以上(人文分野４単位以上，社会
分野４単位以上）
(人文分野，社会分野，外国語に関するゼ
ミナール科目から合わせて１0 単位以上)

６単位



第０回目の講義とみなして重視

目標，授業計画，評価の方法と基準
時間外学習，教科書，参考書も提示

自主学習への助け

多彩な手段による成績評価
期末試験，中間試験，小テスト，
口頭試問，レポート，成果発表など

修了要件をやや厳しく
ＧＰＡ，修得単位数，学習保証時間

複数教員による評価制度
卒業研究，計算機科学演習Ⅱ

シラバスの充実や授業の工夫 演習や実験の重視

自己学習
自ら学び，自ら習う

自らの考えを発表し，理解する

卒業研究の充実へのマイルストーン

計算機科学演習１（合宿研修：１年生）
グループでの調査研究，成果発表

計算機科学演習２（研究室ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ：
２年生）

グループによるプレ卒業研究

情報職業指導演習（企業見学：３年生）
職業意識の啓発
現場に触れる
コミュニケーション能力の向上

学習・教育目標達成と教育効果の
質的向上のための工夫



実験科目の設計（学理と実地の接続）

ハードウエア実験

計算機ｼｽﾃﾑ実験

知能ｼｽﾃﾑ実験

計算機ｼｽﾃﾑⅡ

オペレーティング・
システムⅠ

１年 前：情報論理学Ⅰ，後：電子回路

２年前 ディジタル回路，計算機ｼｽﾃﾑⅠ，（計算機ｼｽﾃﾑ演習）

人工知能基礎

(人工知能ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ)

２年後

３年前

３年後

(ハードとソフトの連携)

(基本回路・構成要素)

(ロボットによる知的ｼｽﾃﾑ)*  実験の指導にTAを活用



学生への支援の仕組みと活動

ティーチングアシスタント（ＴＡ）
初期研修（１年前期：プログラミング演習Ⅰ）
合宿研修（１年前期：計算機科学演習Ⅰ）
研究室インターンシップ（２年前期：計算機科学演習Ⅱ）
研究室事前配属（３年後期）
企業見学（３年：情報職業指導演習）
指導教員制度（個別指導）
オフィスアワー
チュータ（大学院生による１年生指導）
達成度評価ツール
卒業時成績優秀者表彰
情報工学補習
学科意見箱



教育点検システムの構成
教室会議・教員会議

教育プログラム部会 (Plan)

教育システム部会 (Do)

評価改善部会 (Check)

公開広報部会
(Report)

(Act)

JABEE委員会

（部会代表者会議）

開講前点検 (Plan)

開講 (Do)

閉講後点検 (Check)

(Act)

科目間調整会議

学部・全学委員会

工学部教授会
工学部 JABEE推進委員会

教務委員会（学部）
教務委員会（全学）
自己評価委員会
入試委員会，他

主に教育効果の意見聴取を行う組織・委員会

学生幹事会 就職先企業
学科同窓会 保護者懇談会
IT技術者教育プログラム検討委員会

関連学協会（委員の教員を通じて間接的に）



指摘事項の改善と課題

指摘事項の改善

技術者倫理教育の充実

３，４年次生への新たな開講

プログラム設計・制作能力の向上

プログラミング演習Ⅰ（１年）：３００～５００行のプログラムの設計・制作

プログラミング演習Ⅱ（２年）：８００～１，０００行のプログラム設計・制作

教養教育との連携

課題
ダブルスタンダード（JABEEコースと非JABEEコース）の解消

教育環境の急激な変化への対応（少子化・多様化・低学力化）

柔軟で効果的なカリキュラムの編成



ＪＡＢＥＥ受審・認定効果

教職員の意識改革とカリキュラム等の共通理解

学生のデザイン能力やコミュニケーション能力の向上

教育改善のアイディアの創出と実施への追い風

授業方法の改善や新プロジェクトの立上げ

地域へのインパクト

ＪＡＢＥＥコースの認知（推薦入試志願者の志望理由）

企業の新人研修での評価

成績上位層への好影響

個人の意志による外国への留学生の出現(2006年度１名，2007年度1名）

国際会議での最優秀論文賞の獲得



「知能情報コース」の新たな挑戦

「知の創造プロジェクト」の実施

「ジョブ」としてプロジェクトを担当し，ソフトウエアや情報

システムなど「知」の創造ができる場を提供

教育における産学連携の推進

教育における大分方式産学連携モデルFOTWM(From Oita 

To the World Model for IT Engineering Education)の構築



IT化ニーズ
・学内業務
・地域企業
・地域教育機関
・地域自治体
・その他工学部

知能情報システム
工学科・学生

大学院工学研
究科
知能情報シス
テム工学専攻
・学生

納品・設置・
管理運営・
保守

IT「ジョブ」の受注
（課題の受託）

システムの開発・
仕様策定・
設計・開発・
納品・
管理運営・
メンテナンス

知能情報システム工学科
教員，技術職員，教務員

地域企業 IT技術者

開発指導・支援教育支援
非常勤職員 開発指導

コーディネート

教育プログラ
ムによる指導

「ジョブ」
として
担当

教育における大分方
式産学連携モデル
FOTWM(ITEE)

カリキュラムへ
のダイナミックな
反映

高等教育機関におけるIT教育プログラム検討委員会

「高度専門職業人：実践的IT技術者」の育成

「知の創造」
プロジェクト」



「知」の創造プロジェクト内容

学生によるソフトウエア開発
学内のデータベース等の開発

大分市商店街Ｗｅｂ構築

学生のスキルデータベース構築

トレーナ資格者養成

関連セミナー開催
ソフトウエア開発最前線にいる専門家によるセミナー

ＩＴ企業経営者（卒業生）の講演



教育における産学連携

高
等
教
育
機
関

Ｉ
Ｔ
企
業

連携・交流場
・インターンシップ
・人的・物的資源の共同利用
・教育システム・教材の共同開発
・卒業研究での連携

・体系的知識の提供
・最先端科学技術の提供やその動向の教授
・高度専門教育の実施
・人材の派遣

・現場知識・技術やニーズの提供
・産業動向情報の提供
・経営やプロジェクト管理の教授
・職業意識啓発の支援
・人材の派遣
・教育点検・評価



産業界・学会・ＪＡＢＥＥへの要望

産業界
情報技術者の地位の向上
期待する情報技術者の要件（ｒｅｑｕｉｒｅｍｅｎｔs）の明示
ＪＡＢＥＥ認定プログラム修了生の採用等での評価

学会
Ｊ９７に代わる新たなカリキュラムＪ０７への期待
情報と情報関連分野における最低水準の設定
情報と情報関連分野における魅力の若者へのＰＲ

ＪＡＢＥＥ
教育改善につながる達成度評価
ＪＡＢＥＥ認定プログラムの社会への浸透
申請文書の電子化および簡素化



さらなる教育改善を目指して

知能情報コースのＰＤＣＡ一巡目の工程

ＪＡＢＥＥ受審による改善点のリストアップ

継続的改善の実施によるスパイラルアップ

高度情報社会で「情報化・システム化・知能化」
を主導でき，国際的に通用する人材の輩出
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